
 

 

 

地域ぐるみＴＭＲセンターの設立運営方法 

（地域集団型の自給飼料主体 TMR 供給システムの設立運営方法と評価） 

経営科 日向 貴久 

（E-mail:hinata@agri.pref.hokkaido.jp） 

 

１．背景・ねらい 

 酪農経営では、経営規模の拡大とともに、低

コスト化・省力化を図る手段として自給飼料生

産作業を中心とした農作業の外部委託化が進ん

でいます。こうした中、興部町で初めて設立さ

れた飼料基盤の共同利用を前提とした自給飼料

型 TMR センターは、地域ぐるみで生産の効率化、

高品質化、TMR 供給までを含めた省力化が期待

できるシステムとして期待されています。 

そこで、根室管内にある TMR センターを支援

する中で、運営設立方法を検討しました。 

 

２．技術内容と効果 

地域ぐるみで TMR センターを立ち上げるため

には、初期段階で、農家リーダーの存在と地域

的な農家のまとまりを考慮することが必要です

（表１）。また、設立計画の策定段階では、既存

利用組合等との調整や農家の経営改善を支援す

る技術指導体制の整備等に配慮した検討を行わ

なければいけません（表２）。 

地域ぐるみで TMR センターを設立すると、構

成員個々の技術レベル、経済レベルの格差が大

きくなりやすくなります。さらに、参加目的も

コスト削減であったり、労働の削減であったり

と、参加目的の異なる農家の集団となる可能性

もあります。設立の際には、計画段階でクミカ

ン C・D 階層（クミカン所得で資金返済または家

計費を賄い切れない経営層）への対応をできる

限り優先するのが重要です。そして、構成員全

体の技術水準を、早期に一定レベルまで到達さ

せるような、技術指導体制を整備することが必

要になってきます。 

根釧農試が支援を行なった TMR センターの稼

働後に、参加農家の評価を聞く調査を行ないま

した。結果は、TMR 供給事業に対しては、個体

乳量の増加、安定した TMR の供給、労働軽減（図 
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第１段階：設立目的と現況把握 （特に地域集団型は）
初期段階における検討 ○設立目的、具体的方法、解決すべき課題は何か ○

農家の現況把握
○農家の現況調査（生産基盤、乳牛飼養管理能力、牛舎作業環境、経営経済性）
○農家の意向調査（経営目標と経営展開）

第２段階：事業計画の策定 ○地域集団型の目的の明確化
検討委員会の設置 ○具体的なイメージ、○参集農家の範囲、○運営主体 ○既存利用組合等との調整
検討案の作成と農家への説明 ○検討案（会社および農家個々の収支計画）の作成、○農家への説明 ○技術指導体制の検討

○ＣＤ階層への対応
○

第３段階：システムの設立
会社設立 ○会社設立（組織運営体制）
移行計画の立案と実施 ○指導計画の立案と実施、○作業計画の立案と実施、○自給飼料の生産と貯蔵

工事開始 ○工事開始
ＴＭＲの供給開始 ○ＴＭＲの供給開始

設立手順

農家リーダーの存在と地
域的な農家のまとまり

設立準備会の設置と
事業計画の作成

○設立準備会の設置、○事業計画の作成（会社および農家個々の収支計画）
○事業申請 提供されるサービスの選

択制の検討

検討事項

表１ 地域ぐるみ TMR センターの設立手順 



 

 

 

 

 

 

 

 

２）、資材一括購入事業に対しては、資材価格の

低下、技術指導事業に対しては情報の入手、疾

病の減少等の具体的な効果が見られました。し

かし、中核的な部門（TMR 部、コントラクター

部、技術指導部）の担当者に、時間拘束、セン

ター業務労働増加等が指摘されていることか

ら、今後、さらにそれらを補佐する人材あるい

は各部門の調整を図る機能強化の工夫が必要で

す。同時に、過度に一部の農家に負担が掛から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ないような体制（組織運営体制における役割分 

担の明確化、外部雇用および外部組織の積極的

な活用）を整備することが重要です。 

 

３．留意点 

 計画案の策定に利用した計画作成システムの

提供は、根釧農試または畜試にお問い合わせく

ださい。 

図２ 参加農家の 1 日当たり飼料給与労働の変化 
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項　　　　　　目 具体的な内容

1 飼料畑の利用計画
参加農家の生産概要の飼料畑をどのように利用するかを整理。
採草地面積、兼用地面積、放牧地面積と更新計画、とうもろこし畑
面積と更新計画

2 自給飼料の収穫量
飼料畑の利用計画から、平年作・豊作・不作年にどの程度の収穫
量が期待できるかを整理。

3
バンカーサイロの容積、本数と年間利用
計画

自給飼料の収穫量と１日の取り出し量からみて、バンカーサイロの
容積と本数はどのくらい必要かを整理。また、年間の利用計画から
みてどの程度の余裕が必要かを整理

4 飼料畑の生産体系一覧表
飼料畑の利用計画に伴う生産管理のための飼料畑利用形態毎の
作業体系と作業費用、資材費の一覧

5 作業機の作業効率と作業単価
作業機毎の作業効率と作業単価、必要台数、経費算出根拠を整
理。

6 コントラクタへの委託作業 コントラクタへ委託する作業内容と経費を整理。

7 自給飼料生産費 貯蔵飼料毎の総費用と利用現物1kg当たりの費用を算出。

8 飼料給与メニュー
搾乳用（日乳量水準毎）、乾乳用（前期、後期）の給与メニューの設
定と料金を整理。

9 参加農家毎の飼料給与量
参加農家の飼養頭数、乳量水準に応じた年間のＴＭＲ必要量と利
用料金の整理。

10 ＴＭＲおよび細断ベールの配送計画
ＴＭＲ（搾乳用）と細断ベール（乾乳用）の１日当たりの調製量と調製
時間、配送時間、必要人員数を算出。

11 飼料調製部門のコスト試算
飼料調製部門の施設・機械装備と運営に係る総費用とＴＭＲ１kg当
たり調製費を算出。

12 参加農家毎の総費用
参加農家毎にＴＭＲ原料と調製料の総額を整理。→農家の経営収
支計画へ

13 所有施設機械と資金償還計画
所有する施設機械の維持管理と資金償還計画の策定。
（施設機械の減価償却費分と資金返済のバランスの確認）

14 会社収支計画 会社の収支計画を策定。

表２ TMR センター設立計画の策定手順 

社員総会

代表取締役社長

取締役会 監査役外部ｱﾄﾊﾞｲｻﾞｰ

コントラ
クター部

資材購入
販売部

ＴＭＲ
部

ほ育育成
部

環境整備
部

総務部
技術指導
部

経理部

（１名）

（１名） （１名） （１名） （１名）（１名） （２名） （１名） （１名）

（２名）

３利用組合

民間会社

〔事務職員１名〕ｾﾝﾀｰ長　１名

ｾﾝﾀｰ係長１名

ｾﾝﾀｰ職員４名

社員総会

代表取締役社長

取締役会 監査役外部ｱﾄﾊﾞｲｻﾞｰ

コントラ
クター部
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部

総務部
技術指導
部

経理部

（１名）

（１名） （１名） （１名） （１名）（１名） （２名） （１名） （１名）

（２名）

３利用組合

民間会社

社員総会

代表取締役社長

取締役会 監査役外部ｱﾄﾊﾞｲｻﾞｰ

コントラ
クター部

資材購入
販売部

ＴＭＲ
部

ほ育育成
部

環境整備
部

総務部
技術指導
部

経理部

社員総会

代表取締役社長

取締役会 監査役外部ｱﾄﾊﾞｲｻﾞｰ

コントラ
クター部

資材購入
販売部

ＴＭＲ
部

ほ育育成
部

環境整備
部

総務部総務部
技術指導
部

技術指導
部

経理部経理部

（１名）

（１名） （１名） （１名） （１名）（１名） （２名） （１名） （１名）

（２名）

３利用組合

民間会社

〔事務職員１名〕ｾﾝﾀｰ長　１名

ｾﾝﾀｰ係長１名

ｾﾝﾀｰ職員４名

図１ TMR センターの組織例 


